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1983
年

1月 
•1月1日 - ARPANETがIPに切り替わり、インターネットが開始。 
4月 
•4月4日 -日本のNHK連続テレビ小説第31作『おしん』放送開始。 
•4月15日 - 千葉県浦安市に東京ディズニーランド開園。 
7月 
•7月15日 - 任天堂が「ファミリーコンピュータ」（ファミコン）を日本で発売





1990
年

1月 
•1月31日 - ソ連・モスクワに、同国初のマクドナルドが開業。 
4月 
•4月2日 -日本のNHK連続テレビ小説第44作『凛凛と』放送開始。 
10月 
•10月3日 - 西ドイツに東ドイツが編入される形で統一 
11月 
•11月21日 - 任天堂が「スーパーファミコン」を日本で発売。





SFCが望む人材



問題の発見と解決
よくいる人 

問題を与え（その意味
と解き方を説明す）る

と、解ける。

SFCが望む人材 
問題事象を発見し、そ
れを抽象化し、その解
き方をみつけられる。

vs



幅広い視野と得意領域

vs vs



現場

Simulated Packets

シミュレータ

行動力
教科書

ラボ
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AO入試



AO入試のねらい
• 行動力のある学生を発掘する。 

• 学力は成績等によりざっくり
と判断し、入学後の本人の努
力や活動に期待する。 

• AO入試による入学者は学部
定員の約3割 

• AO入学者のGPAは一般入試
による入学者よりも高い

http://thinknet.org/evidence/pdf/evidence_vol001.pdf



AO入試の定量的評価
• 「AO入試入学者者、リーダーシップに加え、課題・
目的の存在、満足度、内在化、規範・世間体の5つ
の因子が一般入試入学者よりも高い」



研究会



カリキュラムの骨
• 知的刺激のない学習には意味がなく、すぐに忘れる 

• SFCでは、学生は自らが面白いと思う研究会に所属して自分の
研究を進めることを大前提とし、そのために必要な知識や経験
を自ら学び取る。 

• 自らをモチベートし、身につけた知識や経験を活用する



研究会 != ゼミ
• 配属ではなく履修 

• 1年生から履修できる 

• 同時に複数履修できる 

• 途中で変われる 

• 学部を超えて履修できる
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中澤研　履修者数



研究会単位修得者数 
2016年度秋学期
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徳田研究会
• ルール 

• 希望者は全員受け入れる 

• 断りなくいつ辞めてもよ
い 

• 何を研究しても良い 

• 人数 

• 博士課程：3人 

• 修士課程：11人 

• 学部生：35人

• 内訳 

• 1年生：2人 

• 2年生：5人 

• 3年生：10人 

• 4年生：9人



学生による学会発表

• 受賞関連••



授業と設備



カリキュラムの肉
• 授業は自分の研究を進
める上で足りない知識
を補う場であるととも
に、今の研究よりもっ
と面白いテーマを仕入
れる（新たな教員と出
会う）場でもある。 

• 学生には常に新しい設
備を与え、遊ばせる。



SFCメディアセンター 
AVスペース

AVブースは全部で10種類あります。目的に合
わせて自分に最適なブースをご利用ください。

1 映像編集ブース
2 音響編集ブース
3 ＢＤレコーダーブース
4 マルチコンバートブース
5 DVDレコーダーブース
6 全世界対応ビデオ/Reg1DVD視聴ブース
7 BD/DVDデュプリケートブース
8 簡単DVD作成ブース
9 オーディオブース
10 大画面ブース

貸出機材 常設機材



SFCメディアセンター 
ファブリケーションスペース

3Dプリンタ　６台
(Makerbot/ 3D System)
３Dスキャナ　２台
(Makerbot)
デジタル刺繍ミシン　２台
(Brother)
ペーパーカッター　３台
(Brother/Graphtec)



作品

SFC青山研究会：MRIスキャンした脳をプリントし視覚化する



作品

SFCの学生による「書き取りペン」



作品

中澤研究会：3D藤沢ディスプレイ



フィールドワーク



カリキュラムの血
• 教科書や書籍、論文、ラボでの実
験等を通じた知識の獲得だけでは
血の通った学びにはならない。 

• 現場へ行き、問題を発見し、問
題を解決することを通じて学ぶ

• 人と関わりながら学ぶ 

• インターネットを含むメディアの
発展・普及に伴い実物の持つ意味
が相対的に高まっている



中澤研究会 
藤沢市スマートシティプロジェクト



長谷部研究会 
コンゴAcadex小学校プロジェクト

コンゴ：人口6,750万人、面積234.5万km2

コンゴ民主共和国出身の本塾非常勤講師サイモン・ベデロの「教育を
通じて母国に恩返しがしたい」という強い意志のもと2008年に発足。

校舎建築/設計(小林博人研究会)校舎建築/設計(小林博人研究会会)

現地の人たちと衣食住を
共にしながら現地小学校、
国立教員大学、私立大学
院、現地NGOなどでワー
クショップや日本語教育、
シンポジウムなど様々な
活動を行っている。今ま
でに半年～１年間の長期
滞在者が複数名おり個人
研究やプロジェクト活動
を行っており、現在も１
名現地に滞在している。



一ノ瀬研究会 
四日市市まちづくりプロジェクト

SFC特別研究プロジェクト（大学） 
・春休み中に開講（複数回の事前学習と3泊4日の現地での活動） 
・対象は総合政策学部・環境情報学部学生 
・学生にとっては春学期の単位（2単位） 
・合計13名の学生が履修、１名の教授と１名の特任助教が引率

県（あがた）地区 
・農家、牧場、自動車工場、里山、 
河川、中学校、高校等調査 
・地区住民へのヒアリング、交流

富州原地区 
・食品加工業、商業・港湾施設、 
空き家、社寺仏閣、中学校等調査 
・地区住民へのヒアリング、交流

四日市市役所 
県地区市民センター 
富州原地区市民センター

旅費支援

受入支援
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まとめ



SFCにおける分野の枠を越えた知
のイノベーション教育への取組み

• 実践重視 

• 1年生から履修できる研究会 

• 幅広い授業や最新の設備 

• 現場での問題発見・解決の経験



SFCの課題
• 大学院進学率が低調 

• 行動力のある学生ほど早く出て行ってしまう 

• 学部4年間で研究した気持ちになってしまう 

• 学生が研究室にいない 

• 家にインターネットがある or フィールドワークに行っている 

• 研究室内での日常的な議論をインターネット越しに実現する、イン
タラクティブな仕掛けが必要 

• 4年間で自らの興味を見つけられなかった学生への対処


